
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

ダマスコは アラム（シリア）の しゅとで ひがしがわと 

にしがわを つなぐ あいだの とし として ぼうえきの 

ちゅうしんでした。 エフーが おさめていた じだいに 

イスラエルに せめてきて イスラエルの ぐんたいを 

まるで こくもつを しゅうかくするときに つかう きかい 

である だっこくきを つかうように してしまいました。  

イスラエルの たみを ようしゃなく ころして ひどい 

いたみと くるしみを あたえました。 

かみさまは アモスを とおして きゅうでんを もやして 

まちのもんを はかいして たみと けんりょくを もった 

ひとびとを かんぜんに ほろぼすと いわれました。 

かみさまの みことばは かならず じょうじゅします。  

 

 

かみさま！ 

いのちの みことば かみさまの みことばを ともだちに 

つたえることが できますように。 

イエス・キリストの おなまえによって おいのりします。アーメン  

げつようび 

つぎの ことばを よんで なぞって かきましょう 

 

かんこくご 

 

（マルスム）      

          マル    スム     マル    スム     マル    スム 

えいご 

                

 ザ          ワード 

にほんご 

(みことば) 

 

 

           

 

          ぷ     り     む      の     まつ     り 

アモス 1:3 主
しゅ

はこう仰
おお

せられる。「ダマスコの犯
おか

した三
みっ

つのそむ

きの罪
つみ

、四
よっ

つのそむきの罪
つみ

のために、わたしはその刑罰
けいばつ

を取
と

り消
け

さない。彼
かれ

らが鉄
てつ

の打
だっ

穀機
こ く き

でギルアデを踏
ふ

みにじったからだ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガザは ペリシテを だいひょうする いちばん おおきな 

まちです。ユダに せめこんで たからを もっていき  

かみさまの たみを エドムに わたしました。かみさまは  

ペリシテを ウジヤおうと ヒゼキヤおうを とおして  

おおきく はかいされ、 エジプトいがいの まわりの くにを 

とおして かんぜんに ほろぼされました。ツロは 

フェニキヤの じゅうような としで ちちゅうかいを まえに 

した みなとの としです。 イスラエルと きょうだいの 

やくそくを して おたがいの たみを どれいに うらないと  

いう きまりも つくりました。 ところが いっぽうてきに 

やくそくを やぶって イスラエルの たみを エドムに 

うりました。 かみさまは アレクサンダーだいおうを  

とおして フェニキヤを せめおとすように されました。 

かみさまの みことばは かならず じょうじゅします。 

 
かみさま！  

わたしに くださった かみさまの みことばを かんがえるように 

させてください。 

イエス・キリストの おなまえによって おいのりします。アーメン  

かようび 

しかくの はこの なかの アモスよげんしゃと 

まったく おなじ えを みつけて  

〇の しるしを つけましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

アモス 1:6～10 主
しゅ

はこう仰
おお

せられる。「ツロの犯
おか

した三
みっ

つのそむき

の罪
つみ

、四
よっ

つのそむきの罪
つみ

のために、わたしはその刑罰
けいばつ

を取
と

り消
け

さな

い。彼
かれ

らがすべての者
もの

を捕囚
ほしゅう

の民
たみ

として、エドムに引
ひ

き渡
わた

し、兄弟
きょうだい

の契
ちぎ

りを覚
おぼ

えていなかったからだ。(9) 



 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  よんで （   ）の ことばを いれよう 

 

 

アモス８：11 の みことば 

 

みよ。そのひが くる。 

――かみである しゅの （    ）―― 

そのひ、わたしは、このちに ききんを 

おくる。パンの ききんではない。 

みずに かわくのでも ない。 

じつに、しゅの ことばを きくことの 

（    ）である。 

 
アモス８：11 の みことば 

①はなし、じょうきょう ②みつげ、ききん ③けいやく、ほろび 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すいようび 

アモス 1:11～12 主
しゅ

はこう仰
おお

せられる。「エドムの犯
おか

した三
みっ

つのそむ

きの罪
つみ

、四
よっ

つのそむきの罪
つみ

のために、わたしはその刑罰
けいばつ

を取
と

り消
け

さない。

彼
かれ

が剣
つるぎ

で自分
じ ぶ ん

の兄弟
きょうだい

を追
お

い、肉親
にくしん

の情
じょう

をそこない、怒
いか

り続
つづ

けていつま

でも激
はげ

しい怒
いか

りを保
たも

っていたからだ。わたしはテマンに火
ひ

を送
おく

ろう。火
ひ

は

ボツラの宮殿
きゅうでん

を焼
や

き尽
つ

くす。」 

エドムは しかいと こうかいの あいだの あらのの 

ちいきに あった としです。 モーセは エドムを  

イスラエルの きょうだいの くにだと いいました。 

エサウの しそんが たてた くにだったからです。 

しかし エドムは イスラエルが すすんで いったとき 

かれらの ちを とおれないように しました。 それだけ 

ではなく ネブカデネザルが エルサレムを こうげきした  

とき イスラエルを くるしめました。 

かみさまは アモスと おおくの よげんしゃを とおして 

エドムの ほろびを かたられました。 かみさまの 

みことばどおり アッシリヤと バビロンによって 

ほろびました。 

かみさまの みことばは かならず じょうじゅします。 

 

かみさま！ 

アモスよげんしゃのように かみさまの みことばを つたえる 

ひとに ならせてください。 

イエス・キリストの おなまえによって おいのりします。アーメン  



 

 

 

        

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したの えの なかで かみさまが よろこばれる 

えは どれでしょうか。 

 

 

アモンは エドムと おなじように いつも イスラエルに 

てきたい しました。 りょうどを ひろげるために  

ギルアデを なんども こうげきしました。 そして 

アラムと どうめいを むすんで イスラエルに せめこんで 

ひどいことを おこないました。 

モアブは イスラエルを のろって くるしめました。 

そして ぐうぞうすうはいを して わるいおこないを する 

つみを おかしました。 

このよの すべての つみと あくと ただしくないことを 

さばく かたは ただ かみさまだけです。 

かみさまは アモスを とおして その くにを さばくと 

みことばで いわれました。 

 

 

 かみさま！ 

かみさまが よろこばれる ことを させてください。 

イエス・キリストの おなまえによって おいのりします。アーメン  

アモス 1:13～2:3 主
しゅ

はこう仰
おお

せられる。「モアブの犯
おか

した三
みっ

つの

そむきの罪
つみ

、四
よっ

つのそむきの罪
つみ

のために、わたしはその刑罰
けいばつ

を取
と

り

消
け

さない。彼
かれ

がエドムの王
おう

の骨
ほね

を焼
や

いて灰
はい

にしたからだ。(2:1) もくようび 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

アモスよげんしゃが きたイスラエルを かんがえて 

かみさまの みことばを かいています。 

かみさまが わたしに くださった みことばを  

かんがえながら いろを ぬりましょう。 

きたイスラエルは せんそうを おこして ほかの ひとの 

ものを うばって ひとびとに くるしみを あたえました。 

つちを ふむように まずしい ひとを ふみつけました。  

じぶんの すきなように れいはいを ささげました。 

そして かみさまの みちびきを むしして かみさまの 

みことばを きょひしました。 

かみさまは アモスよげんしゃを とおして きたイスラエルの 

つみについて かたられて けいばつを くだすと  

いわれました。 

そのひに ゆうしの なかで いちばん つよい ものも 

はだしで にげると いわれました。 かみさまの みことばは 

そのとおり じょうじゅしました。 

 

かみさま！ 

わたしのことだけを かんがえる ひとに なりませんように。 

かみさまが くださる ちからで ちのはてまで しょうにんと  

なりますように。 

イエス・キリストの おなまえによって おいのりします。アーメン  

  

きんようび 

アモス 2:16 勇士
ゆ う し

の中
なか

の強
つよ

い者
もの

も、その日
ひ

には裸
はだか

で逃
に

げる。

――主
しゅ

の御告
み つ

げ―― 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かみさまは アモスよげんしゃを とおして いわれました。 

「ユダが つみを たくさん おかしたので わたしは 

ゆるさない。しゅである わたしの りっぽうを すて 

しゅである わたしの めいれいに したがわなかった 

からだ。むしろ せんぞが つかえた にせの かみがみに 

ながされて まちがった みちに はいって いって 

しまったからだ。 だから わたしが ユダに ひを おくる。 

その ひが エルサレムの ようさいを やくだろう」 

ユダは まわりの くにに ふくいんを つたえず 

ぐうぞうすうはいを しました。 

かみさまの みことばどおり バビロンによって ほろぼされ 

ました。かみさまの みことばは そのとおり じょうじゅ 

します。 

 

かみさま！ 

せいかくな ふくいんを さとって あじわって つたえることが  

できますように。 

イエス・キリストの おなまえによって おいのりします。アーメン  

アモス 2:4～5 主
しゅ

はこう仰
おお

せられる。「ユダの犯
おか

した三
みっ

つのそむきの罪
つみ

、

四
よっ

つのそむきの罪
つみ

のために、わたしはその刑
けい

罰
ばつ

を取
と

り消
け

さない。彼
かれ

らが主
しゅ

の

おしえを捨
す

て、そのおきてを守
まも

らず、彼
かれ

らの先祖
せ ん ぞ

たちが 従
したが

ったまやかしも

のが彼
かれ

らを惑
まど

わしたからだ。わたしはユダに火
ひ

を送
おく

ろう。火
ひ

はエルサレム

の宮
きゅう

殿
でん

を焼
や

き尽
つ

くす。」 
 

どようび 

     パパとママと いっしょに さんびしましょう 

     （2016 ねん こども さんびの なかにあります） 

 

 

 
           

 


